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電子材料、医薬品等の原材料や製品でナノ粒子は広く利用され、市場拡大が見込まれるが、ナノ粒子 
の持つ機能を発揮させるには均一に分散させる必要がある。我々はナノ粒子の分散凝集で発現する量子
効果を世界で初めて見出し、量子効果を利用した蛍光スペクトル解析によりナノ粒子の分散凝集を定量
かつ非接触、リアルタイムに測定する装置を開発した。 

【１】ナノ粒子分散凝集の定量測定技術の確立 

・γアルミナの5nm、40nm、150nmの粒子を中心に、分散凝集度合いの異なるサンプルを製作し、分光蛍光光度計と 

ナノ粒子分散凝集定量測定装置にて、相関係数が0.7以上の結果を得た。 

【２】スラリーでのナノ粒子分散凝集定量測定技術の確立 

・スラリー中のチタン酸バリウム粒子の凝集状態と蛍光スペクトルの変化 

との関係を調べ、凝集度が高くなると分散剤由来の蛍光スペクトルが 

長波長にシフトすることを見出した。 

【３】ナノ粒子分散凝集定量測定装置の開発 

・ナノ粒子分散凝集状態測定装置のプロトタイプ機を製作し、 

サンプル試料による分散凝集の検証を行い、凝集度の違いをより 

判別しやすい工夫を施した。 
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